                    学校と家庭を結ぶ道徳通信1年       
おうちの方へ
◇道徳の時間に 「２０．かずやくんのなみだ」の資料で学習しました。
◇授業のねらいは，『「かずや」に対する「ぼく」の言動と心の変容を考えることを通して，好き嫌いをしないで、誰とでも接しようとする道徳的心情を育てる。』です。
 あらすじ
休み時間，誰もかずやくんをおにごっこに誘いません。ぼくは，かずやくんが一人でいるのを知っていたのですが，きづかないふりをしていました。かずやくんが，「ぼくもいれて」と言ったとき，さとしくんもことわろうかと思ったのですが……。
 授業の内容と子どものようす

まず,普段どんな友だちと遊んでいるか，その時他の子はどうしているのかを考え，発表してもらいました。みな，ほかの子の動向は気にしていないようでした。そして、パネルシアターを用いて教材のあらすじを捉え，かずやくんに気づかないふりをしたぼくの気持ちを考えました。次に、かずやくん役の児童が「ぼくもいれて」と言い，さとしくん役の教師が「だめだよ」と断った場面をペープサートを用いて役割演技をし，和也君の涙を見て心がずきゅんと痛くなった僕の気持ちを，ペアや全体で考えました。子どもたちは，かずやくんの気持ち・ぼくの気持ちそれぞれを考えながら，足が遅いからといって相手の気持ちを考えずに仲間に入れてあげないのは公平でないことに気づいたようです。その後、今までの自分を振り返り，考えたことを発表しました。今まではまわりの友だちのことを考えなかったけど，一人でいる子がいたら遊んであげたい，今まで遊んでいなかった子にも、恥ずかしいけど声をかける，などの意見が出て，どの子も誰とでも仲良くしようという思いが高まったようです。
 おうちの方へ

　この時期の児童は，「勉強ができる」「走るのが速い」など目に見えやすい特徴で人を判断し，好む傾向があります。また、「みんながそうしてるから」と流されてしまうこともあります。こうした自分の好みや利害にとらわれた判断が，友だちに対して仲間から外すなど公平さを欠く言動になって表れることがあります。こらは、自分の好みにとらわれ，仲間から外された相手の気持ちまで思い至らないためであると考えます。そこで，自分の好き嫌いだけで判断し行動することは相手を傷つけてしまうことを理解させ，誰に対しても公正・公平に接することの快さを実感させることが大切であると考えます。公正・公平の感覚を持つことは、いじめをなくす第一歩です。おうちでも、公正さ，公平さについて話し合っていただけるとありがたいです。
